
大もあり，金沢市内での宿泊予約は困難を極めた．景気がよい話ではあるが，近年あまり行われなく

なってきた学会運営側のホテルの確保など，今後考えておく必要もあるのかもしれない．

（林 玲子 記）

「性的マイノリティについての全国調査：意識と政策」報告会

2015年11月28日（土）13：30より，国立社会保障・人口問題研究所第4・5会議室において，「日

本におけるクィア・スタディーズの構築」研究グループ（科学研究費助成事業 基盤研究（B）課題

番号25283018，平成25～28年度）が実施した2つの全国調査の結果の報告会を行った．120名近くの

参加者があり，大盛況であった．

まず，研究代表者の河口和也（広島修道大学）が科研プロジェクト全体の紹介をし，谷口洋幸（高

岡法科大学）が2014年3月に実施した都道府県と政令指定都市を対象とした条例，基本計画，人権指

針におけるLGBT関連施策の存在についての調査結果を報告した．次に，2015年3月に実施した性

的マイノリティに関する意識調査（調査名「男女のあり方と社会意識に関する調査」）の結果報告に

先立ち，石田仁（明治学院大学）が，近年増えているインターネット調査（モニター調査およびセル

フアンケート）と今回実施したような住民基本台帳に基づく無作為抽出による調査との違いを解説し，

釜野さおり（社人研）が意識調査の目的，概要，標本設計，回収状況を説明した．次いで意識調査の

結果から，以下のテーマについて報告した．

・性的マイノリティに関する知識と認識（河口和也／広島修道大学）

・性的マイノリティに対する差別意識と抵抗感（風間孝／中京大学）

・性的マイノリティが教育に携わることと，それについて学校で教えることに対する意識（吉仲崇

／横浜国立大学・院）

・メディアや身近な性的マイノリティとの関わりの実態と意識（釜野さおり）

・同性婚への賛否と同性婚についての考え方（石田仁／明治学院大学）

各報告では，適宜，男性の同性愛，女性の同性愛，男性の両性愛，女性の両性愛，男性から女性へ

の性別移行，女性から男性への性別移行について，回答者の性自認，年齢，学歴，職種等によって集

計した結果を示した．

最後に河口和也が，この内容を扱う全国規模での意識調査は日本初であるため，調査項目や調査方

法が確立していない中，試行錯誤の積み重ねの延長としての実査であったが，この調査をきっかけに，

今後，様々な形態や規模の調査研究が行われ，性的マイノリティのおかれた現実の多角的な把握につ

ながることを期待する，との挨拶で締めくくった． （釜野さおり 記）

第3回世代とジェンダープログラム・ユーザー会議

2015年11月30日から12月1日の2日間にかけて，オーストリアの首都ウィーンにて，第3回世代と

ジェンダープログラム（GGP）・ユーザー会議（3rdGenerationsandGenderProgramUserCon-

ference）が開催された．世代とジェンダープログラムは，国連欧州経済委員会（UNECE）の呼びか

けにより組織された社会科学研究インフラである．同プログラムでは，人口や家族変動を中心的なテー

マとして，国際比較が可能な調査データを収集・公開することを通じて，世論や政策の形成に必要な

質の高い科学的エビデンスを提供することを目的としている．同プログラムにはヨーロッパ各国の人
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